
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 地域活性化 タグ

事例種類

・地域運営組織
・関係人口
・移住定住

福島県喜多方市

集落対策・集落支援員

住民組織によるビジョンづくりのサポートとビジョンに基づく取組の支援

集落支援員　最近の取組事例紹介　令和５年度

団体の属性 一般市

事例№ 2391

公表年度 R5



市における集落対策の取組 集落支援員活用事例

○平成29年に策定した自治体基本条例をもとに、広域的な住民組
織の設立等を軸とした集落対策を推進。

○外部の有識者を講師とした勉強会・ワークショップを開催する
など、集落支援員と連携して広域的な住民組織によるビジョン
づくりをサポート。

○ビジョン策定後も、ビジョンに基づく地域課題解決の取組に対
する補助金を交付して支援。

○人口減少率と高齢化率が一定以上の水準にあり、集落対策を行
う人材が不足している地域について、担当の集落支援員を配置。

活動エリア 駒形地区
（小学校区）

属 性 60代男性
元公務員

活動内容
○広域域的な住民組織である「こまがた元気会」の設立を非常勤の集
落支援員１名とともにサポート。現在も事務局長として活動。

○人口動態分析や地域の魅力発掘の方針を記載した「こまがた元気ビ
ジョン」を策定。

○地域おこし協力隊１名と協力し、野菜の直売所の運営や健康づくり
サポートチームによる健康相談などの具体的な活動も実施。

福島県 喜多方市

人口 44,760人（高齢化率36.8％）※R2国調 過疎区分 全部過疎 設置状況 専任 ６名 兼任 ２名
集落対策と集落支援員活用のポイント

・住民による広域的な住民組織設立や地域ビジョンづくりなどの集落対策を支援。
・ビジョン策定後も、ビジョンに基づく取組を財政的に支援。
・集落対策の担い手が不足する地域に集落支援員を配置。

野菜の直売所ビジョンづくり

地区の基本情報

・人 口：1,773人
・世帯数：684世帯
・高齢化率：44.2%

（R6.2末時点）


